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平成２１年度 社団法人 日本加工食品卸協会役員名簿 

（平成２１年７月７日現在）             （敬称略） 

役員 氏名 社名・所属 役職 備考 

会 長（非常勤） 國 分  勘 兵 衛 国分株式会社 代表取締役会長兼社長   

副会長（非常勤） 後 藤  雅 治 株式会社菱食 代表取締役会長   

副会長（非常勤） 吉 野  芳 夫 株式会社日本アクセス 代表取締役会長   

副会長（非常勤） 濱 口  泰 三 伊藤忠食品株式会社 代表取締役社長   

専務理事（常勤） 奥 山  則 康 （社）日本加工食品卸協会     

理 事（非常勤） 山 本  佳 宏 日本アクセス北海道株式会社 代表取締役会長   

理 事（非常勤） 村 山  圭 一 株式会社スハラ食品 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 堀 内  琢 夫 丸大堀内株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 津 久 浦  慶 之 コンタツ株式会社 代表取締役会長兼社長   

理 事（非常勤） 水 足  眞 一 三井食品株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 三 枝  晧 祐 株式会社サンヨー堂 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 上 田   弘 ユアサ・フナショク株式会社 代表取締役会長   

理 事（非常勤） 磯 野  謙 次 明治屋商事株式会社 代表取締役会長   

理 事（非常勤） 松 川  隆 志 日本酒類販売株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 鈴 木  重 一 株式会社梅澤 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 永 津  邦 彦 株式会社トーカン 取締役会長   

理 事（非常勤） 荒 木  章 カナカン株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 加 藤  武 雄 加藤産業株式会社 代表取締役会長   

理 事（非常勤） 中 村  成 朗 中村角株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 竹 内  克 之 旭食品株式会社 代表取締役会長   

理 事（非常勤） 本 村  道 生 コゲツ産業株式会社 代表取締役社長   

理 事（非常勤） 栁 川  信 ヤマエ久野株式会社 取締役会長   

理 事（非常勤） 中 嶋  隆 夫 学識経験者     

理 事（非常勤） 佐 藤  孝 治 学識経験者     

理 事（非常勤） 足 立  誠 学識経験者     

理 事（非常勤） 成 田   健 学識経験者     

監 事（非常勤） 萩 原  弥 重 株式会社ヤグチ 代表取締役会長   

監 事（非常勤） 濱口 吉右衞門 廣屋国分株式会社 代表取締役副会長   

監 事（非常勤） 横 山  敬 一 味の素株式会社 取締役専務執行役員   
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平成20年度事業活動総括と平成21年度事業計画等を審議 

－本部－ 

５月２９日（金）東京大手町 レベル２１ 東京會館に於いて１４時より定時総会が開催さ

れた。主な審議内容は、平成２０年度事業活動報告や平成２１年度事業計画及び一部役員改選

等であった。今年の総会からやや趣を変え、総会終了後、業界のトップコミュニケーショ

ンの場として懇親会を行う事とした。 

以下に議事録を掲載する。 

 

 

議 案   第１号議案  平成２０年度事業報告に関する件 

第２号議案  平成２０年度収支決算報告に関する件 

第３号議案  会員の動向に関する件 

第４号議案  会費の額及び徴収の方法に関する件 

第５号議案  平成２１年度事業計画案に関する件 

第６号議案  平成２１年度収支予算案に関する件 

第７号議案  一部役員改選に関する件 

第８号議案  その他 

 

出欠状況  会員総数 １５０社中  出席会員 ４６社  委任状出席 ８８社 合 計 １３４社 

出席賛助会員 ９１名  事業所会員 ４名 

来賓出席  農林水産省 総合食料局流通課  課長  吉井   巧  殿  

係長  大熊 光輝  殿 

 

開  会  定刻になり奥山専務理事の司会により開会。 

来賓の紹介後、冒頭國分勘兵衛会長が次の如く挨拶を行った。 

 

会長の國分でございます。 

本日はご多用の中、またご遠方からもかくも多数のご参集をいただきまして誠に有り難うご

ざいます。 

また、今回の定時総会から運営のあり方につきまして、いささか趣をかえるご案内をさせて

いただきましたところ、快くご協力いただき厚く感謝申し上げるところでございます。 

また、本日多数お出ましいただいております賛助会員の皆様方には、平素、全国各地で日食

協活動に大変お世話になっております事を重ねて厚く御礼申し上げます。 

そして、公務ご多用の中、農林水産省総合食料局流通課から吉井課長様はじめ幹部の方にご

来臨を賜り、平素のご指導と合わせまして厚く御礼申し上げます。 

定 時 総 会 開 催 
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定時総会 國分会長 開会ご挨拶 

さて、昨今の状況でございますが、経済危機対策ということで超大型の景気浮揚策が相次い

で打ち出されておりますが、景気を本格的な軌道に乗せていくためには、少子高齢化社会を迎

える日本経済社会においては、新たな産業政策や産業全体の生産性改革などが強く求められる

のではないかと考えております。 

そうした中で我々食品流通業界は、他産業に比較し堅調さを維持し食品産業の底力をみせて

いると考えておりますが、そんな中でも変化は確実に進行し、内食回帰による購買品目の変化、

ＰＢの拡大伸長、低価格志向等が進んでおります、中長期的には、食品産業の構造としては世界

インフレ、国内デフレという構造は変わらなく継続し、その構造の中でしわ寄せは常に中間流

通に起こりやすく、我々にとっては厳しい経営環境が継続していくものと思われます。 

したがいましてこの構造を少しでも緩和し、業界として発展、成長していくためには、本日

ご参集のメーカー様と協力して、業界の体質でもあります過剰供給傾向を改め、量から質への

転換を加速させていく必要があると考えております。 

また、我々卸は、環境変化に対応して進化し、存在価値を高める努力をいたしていると自負

いたしておりますが、混迷する市場の中で、今後ともメーカー様とはお互いの機能、役割を確

認し、運命共同体として前進してまいりたいと考えております。 

本日は、平成２０年度の事業報告をおこなうとともに、２１年度の計画等につきましてもお諮り

したいと考えておりますが、特に、ご出席の、賛助会員のメーカー様にお願いたしたいのは、

今日的食品流通の課題に対しまして、私ども協会が発信いたします提言につきましてお聞き及

びいただき、課題克服にご尽力いただければ幸いでございます。 

今期も４月から新年度の活動に入ってお

りますが、我々は早々に食のライフライン

を担当する社会機能維持者として、新型イ

ンフルエンザ発生への対応を求められてお

ります。事業継続計画の策定促進等を業界

としてお願いしている矢先のことでありま

すが、人命安全、食料品の供給という２つ

の側面から製・配・販が協力して対処して

いく必要があると考えております。 

このように業界として対応する課題が山
定時総会 会場 
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積ではございますが、今年度も日食協の使命である食品卸売業の構造改善、流通構造の変革に

伴う見識の研鑽を重ねて参りますので皆様方のご意見を多数お寄せいただければ幸いでござい

ます。 

甚だ簡単ですが、開会の挨拶とさせていただきます。 

 

次いで来賓を代表して農水省総合食料局の吉井課長が次の如く、ご挨拶された。 

 

御参集の理事の皆様方におかれましては、

日頃から農林水産行政に御理解と御協力を賜

り厚く御礼申し上げます。また、加工食品を

中心とする食品の安定供給を通じて、国民生

活の安定に重要な役割を果たしていただいて

いるところであり、皆様方の御尽力に対し、

深く敬意を表する次第であります。 

我が国の経済は、昨今の米国発の世界的な

経済不況に直面しており、多くの商品やサー

ビスの消費が落ち込む中で、食品卸売業を営

む皆様方におかれましても、厳しい経営が続

いていると思いますが、将来にわたって安

全・安心な食料を国民の皆様に安定的に供給する事が、我々行政や皆様方食品卸売業の使命で

あると考えております。 

現在、農林水産省では新しい農政を展開していくため、食料・農業・農村基本計画の見直し

に取り組んでいるところですが、食料自給率の向上をはじめ、将来の重要施策の基本的な方向

について検討しているところです。食品流通については、引き続き一層の効率化を進めるとと

もに、少子高齢化等の構造変化にも対応しつつ、国民の食の安全性に対する意識の高まりや環

境意識の高まりに適切に対応することが重要となっております。 

今後の食品流通の効率化と高度化のためには、皆様方の御理解と御協力が極めて重要であり

ます。皆様方が、加工食品の流通に関するその高い専門性を活かされ、食品流通の効率化や供

給機能の強化に、引き続き御尽力いただきますことを期待しております。 

農林水産省では、今般の新型インフルエンザの発生に対して、国民に対して安定的に加工食

品を供給する体制を維持する観点から、皆様方には、かねてから感染防止や事業継続のための

措置の検討をお願いしてきたところであります。 

会員の皆様方におかれましては、事業継続計画の策定など、体制整備が進められていると承

知しておりますが、引き続き積極的な取り組みをお願いいたします。 

最後になりますが、國分会長のご指導の下、貴協会の益々のご発展とご参集の皆様方の御健

勝を祈念申し上げ、私の挨拶といたします。 

事務局はここで本日の出欠状況を報告し、会の成立と共に定款２０条により会長を議長に満場

一致で選出した。 

 

議長は出席会員の中から、議事録署名人として、株式会社サンヨー堂営業本部商品部取締役

定時総会でご挨拶される農林水産省 

吉井 巧課長 
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部長 小林 由朗と、株式会社日本アクセス専務取締役経営企画本部長 成田 祐一を指名、

了承を得て議事に入った。 

 

第１号議案  平成２０年度事業報告に関する件 

第２号議案  平成２０年度収支決算報告に関する件 

 

議長より、事務局に対し、この両案は関連があるので続けて説明報告するよう指示があり専

務理事より、手元に配布された資料の確認をした後、概況並びに事業活動のポイントについて

次の内容を報告した。 

① 本部事業活動として各種委員会の開催報告・・・政策委員会・食品取引改善協議会。 

② ワーキンググループ活動として、公正取引問題対応Ｗ・Ｇ、環境問題対応Ｗ・Ｇ、ＥＤＩ Ｗ・Ｇ。 

③ 主要研究会活動として、情報システム研究会、物流問題研究会。 

④ 支部活動の報告として、関東支部流通業務委員会の活動を報告。 

⑤ 事務局活動として、関係省庁・諸団体との交流について。 

⑥ 平成２０年度収支決算状況（収入合計５４,７４３,２７７円及びその内訳・予算比、支出合計

５１,４４６,００７円及びその内訳・予算比、次期繰越収支差額２７,８４４,９９１円、その内訳を収支計

算書、貸借対照表・正味財産増減計算書・財産目録表に則り報告）。 

同時に４月１４日に監事各位により監査を受けた経緯を報告した。 

 

議長はここで監事に監査報告を求め、味の素株式会社の横山監事から「去る４月１４日に監事

３名（濱口吉右衞門監事、萩原弥重監事）にて行われた監査の結果、業務報告を受け財務諸表

及び帳票・証憑につき、適法正確に処理され報告の事実と相違ないものと認めました。」と報

告がなされた。 

 

議長はここで、両議案の質疑を求め、無かったので、承認を求め、拍手で承認された。 

続いて、議長は第３号議案の説明を事務局に求めた。 

 

第３号議案  会員の動向に関する件 

 

事務局は、資料を基に平成２０年４月～平成２１年３月までの一年間における会員動向について

報告し更に平成２１年度４月以降本日までの入退会者の動向についてリストに基づき、報告を行

い、承認された。 

 

第４号議案  会費の額及び徴収の方法に関する件 

 

議長より今年度の会費の額及び徴収方法について、事務局から説明するように指示があり、

額に関しては本年度は三年に一度の売上高の自主申告の年で、それに基づき会費区分を見直す

年であること、並びに賦課徴収については 

① 年額一括 

② 銀行振込み 



－ 7 － 

③ 振込手数料は会員各位負担 

④ 納付期限  平成２１年６月３０日（火） 

であることを専務理事が説明し、出席者の拍手を持って承認された。 

 

第５号議案  平成２１年度事業計画案に関する件 

第６号議案  平成２１年度収支予算案に関する件 

 

議長より関連ある両議案を続けて説明するよう指示があった。 

はじめに第５号議案の平成２１年度事業計画案について、中嶋政策委員長より、調査研究事業、

普及啓発・研修・実践事業及び実施計画案についての説明がなされた。 

 

平成２１年度の主要な事業計画案につきましてご説明申し上げます。 

食品流通をめぐる経営環境は、世界経済の構造的大転換期を迎えて、消費者の生活防衛意識

が一段と高まり、市場からの値下げ要求圧力が強まる厳しい状況にあります。こうした環境激

変の中ではありますが、我々食品卸業界は、流通の秩序を遵守し、コストに見合った適正価格

による円滑な食品流通を維持し、食の信頼確保・向上に寄与して社会的機能を果たして行くこ

とがより重要と考えております。 

政策委員会としては、引き続き「食品取引改善協議会」の組織活動を通して流通構造の変化

に対応した「新取引制度」のあり方を研究し、現状食品流通が抱えている「建値制度の今日的

課題」「センターフィ問題」「流通コストの低減策」「ＰＢ拡大化の対応」等にそれぞれ具体的

な提言ができるようメーカーの皆様方と課題を共有して議論し、制度的確立を目指して取り組

みたいと考えています。ともすれば大手組織小売業との取り組みを優先するムキのあるメーカ

ー様もありますが、あらためまして再度、食品流通に全体最適な卸機能を十分ご認識いただき

ご協力をお願いしてまいります。 

定時総会 会場 

また食品ロスの削減検討及び公正取引の調査研究として、３年毎に全国的規模で行ってきた

「返品実態調査」を本年実施します。環境関連では、昨年設置した「環境数値算定標準化協議

会」を中心に環境数値算定の業界ルールと標準化を取り決め、「新環境自主行動計画」の実効

性向上に努めます。 

食の安心・安全に関しましては、前年度策定した「加工食品卸売業の信頼性向上自主行動計
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画～５つの基本原則～」の普及啓発に取り組みます。 

公益法人の制度改革に対応した日食協の法人格の移行については、収益事業をしていない幣

協会の事業内容から、「公益」という称号の確保に最大のウエイトをおいて移行準備を進めま

す。 

以上でございますが、いずれにいたしましてもこれらの活動につきましては食品卸業界の強

い団結力と取引基本姿勢の確立が前提になりますので、ここにご出席の皆様のご支援とご協力

をお願い申し上げまして報告とさせていただきます。 

 

第６号議案  平成２１年度収支予算案に関する件 

 

事務局より、平成２１年１月２７日（火）開催の理事会議決事項である「平成２１年暫定予算」を

内包する平成２１年度の収支予算案を資料に基き説明した。（前期繰越収支差額２５,０４７,７２１円、

当期収入合計５４,５８９,０００円、当期支出合計５８,２３６,５００円、次期繰越収支差額２２,５３８,９９１円、

それぞれの内訳概要を対前年予算比にて説明。） 

 

ここで議長は質疑を求めたが、無かったので両案を一括しての承認を求めたが、拍手を以っ

て承認された。 

 

第７号議案  一部役員の改選に関する件 

 

議長より、今年度は役員の改選時期ではないが、会社人事の都合により一部の方から役員交

代の申し出が有った事を説明し、事務局より詳細を報告するよう要請する。 

それを受け事務局より申し出順に報告がなされた。 

 ［退任］ ［新任］ 

学識経験者 大野 志郎 理事 足立 誠 氏 

カナカン㈱ 桑島 敏彰 理事 荒木 章 氏 

 

報告を受け議長より、理事二名の交代の事務局案の承認を求め、拍手を以って異議なく承認

された。 

併せて承認をいただいた二人に就任の承諾を議長が確認したところ両者から了承の返答を得

た。従って本年度は、会長・副会長の４名に、本日承認を戴いた新任２名を加えた２２名の理事

及び監事３名の合計２９名の役員による運営体制になる事を説明し、会員各位の尚一層の協力を

お願いした。 

 

第８号議案  その他 

 

議長より出席者各位から何か問題提起が無いか確認したが何もなかったので、今後も引き続

き会員各位の協力の要請と、本日の長時間審議についての御礼が述べられ、更に、初めての試

みとして企画したこのあとの懇親会を、有意義なトップコミュニケーションの場にしていただ

くようお願いし１６時０５分閉会となった。 
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懇親会会場 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

５月２９日（金）東京大手町 レベル２１ 東京會館に於いて１４時より当日開催される、

定時総会に先立ち理事会が開催された。主な案件は、定時総会の提出議案の最終確認と各

支部総会や研修会についての予定や内容の紹介、また本部活動への要望などについて各支

部長よりご意見をいただいた。以下に議事録を掲載する。 

 

 

議 案   第１号議案  定時総会提出議案の確認の件 

第２号議案  理事会運営体制の件 

第３号議案  その他 

 

開会  定刻になり奥山専務理事の司会により開会。 

 

冒頭 國分勘兵衛会長より次の如く挨拶があった。 

 

理事会開催 
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「前回（４月２３日）に引き続き、ご多忙の中、ご遠方からもご参集頂き誠に有難うございま

す。今回は総会直前の理事会でございますので、ご挨拶は後ほどにさせて頂く事と致しまして、

早速議事に入りたいと思います。最初に、事務局より出欠状況について報告させます。」 

 

事務局はここで本日の出欠状況を以下の如く報告する。 

 

理事総数  ２６名中 ２４名（代理を含む）出席 

監事総数   ３名中  ３名出席。 

 

ここで本日の会の成立と共に定款２７条により会長が議長に就くことを告げた。 

 

議長は出席者の中から、議事録署名人として、津久浦慶之理事と松川隆志理事を指名し、了

承を得た上で議事に入った。 

 

第１号議案  定時総会提出議案の確認の件 

 

議長より事務局に第１号議案の説明の指示があり、これを受け専務理事は、手元に配布され

た資料を確認した後、前回説明した部分は省略し、その後の動向を含めて報告した。 

 

① ４月以降の入・退会動向について。 

４月以降の動向として、添付資料に基づき、統廃合等による事業所会員の増減が有ったこ

とを報告する。 

② 昨年来 環境数値算定標準化協議会は、環境数値の共同システム開発を検討してきたが、

現段階では環境数値算定のシステムツールは各企業の選択に委ねることにして、共同システ

ムの開発・研究は中断、今後は環境問題対応Ｗ・Ｇと連動し、ますます厳しくなる環境行政

に対する業界としての対応方針の検討を主体に活動を行うと報告する。 

 

議長は事務局から報告を受けた件について、理事会の意向を確認し全員の了解を得た。 

 

第２号議案  理事会運営体制の件 

 

前回の理事会にて承認された二人が、新理事に就任されることになる事を告げ、ここで前回

不在であったカナカン株式会社の荒木 章さんに挨拶を要請。 

 

荒木新理事候補が挨拶。 

 

更に議長は、新任学識経験者理事候補の足立 誠さんを紹介。 

 

足立新理事候補立礼。 
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本日の総会にて、新理事候補の二人の承認が得られたなら、本年は会長の私と、３名の副会

長及び２２名の理事、そして、３名の監事による２９名の運営体制となることを説明し、全員の協

力をお願いする。 

 

第３号議案  その他 

 

第３号議案としては提起事項が無い様なので各支部から支部総会の日程や研修企画等の案

内、また、政策委員会に対する要望などがあれば発表するよう議長が促し、九州支部が欠席の

為、四国支部より順次指名をしていった。     

各支部長より今後の総会の日程やセミナーの内容等がそれぞれ発表されたが、その中で協会

としての継続課題として 

① 小売業における過度の納入期限設定の問題に関しては、加工食品の特性に応じた納品期限

の見直しに向けて引き続き小売業界と話し合う。 

② メーカーに対して賞味期限を、可能な範囲で延長するとともに、小売業の納入期限に対応

できる賞味期限の製品出荷を促すよう働きかけを続ける。 

③ 消費税引き上げに関しては、食品分野の特別対応（非課税・据置等）を、今後も行政に対

して働きかけていく。 

理事会 会場 

これらに加えて新たな課題として 

① 新商品情報の提供を、小売業と同時に卸にも提供してもらえるよう賛助会員に働きかけを

する。 

② 新商品の「画像データ」及び「品質情報」の充実を優先的に取り組む。 

③ 地域における物流の適正化に向け、共同物流の可能性に付いて検討する。 

④ 統合・合併等により地域におけるワーキング・グループの活動が困難なため、本部との合

同による共同活動の検討。 

 

全支部の発表終了後、國分会長は各支部よりいろいろな提言が有ったので、政策委員会を中

心に検討するよう事務局に指示された。 
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最後に國分会長は、副会長ほか出席者全員に他に意見が有るか確認をしたが、何も無かった

ため、１４時４５分に理事会の終了を告げた。 

更に会長より総会終了後、初めての試みとして懇親会を実施するが、賛助会員との有意義な

意見交換の場にするよう指示があった。 

 

 

 

 

 

厳しい状況を同じ視点で考える事が重要 

       －東北支部－ 

６月３日（水）出席予定者が全員早めにお揃いになったので定刻より早い１１時２０分よりホテ

ル仙台プラザにおいて東北支部の総会が開催された。事務局で副支部長店の東北国分（株）の網

倉正巳氏の司会進行で、本日の日程と定足数の確認があった後、支部長の堀内琢夫氏（丸大堀

内（株））が開会の挨拶を次のように述べた。「地域の責任者の方々にお集まり頂き、厳しい状

況を同じ視点で考えることが重要である。」と述べ、日食協活動の重要性や前期の活動内容を

踏まえた今期の活動予定について説明された。 

東北支部総会 堀内支部長 開会ご挨拶 

 

この後、支部長が議長席について、審議に入った。 

① 第１号議案 平成２０年度事業報告及び決算報告を事務局が行い、ついで会計監事の阿部吉

伸氏（明治屋商事（株））が監査報告を行い、拍手で承認された。 

② 第２号議案 平成２１年度事業計画及び予算について事務局が説明し、これも拍手で承認さ

れた。 

③ 第３号議案 その他として、昨年に引き続き今秋に予定される経営実務研修会の講師の選

定や工場見学の候補地等について検討された。 

ついで奥山専務理事から、日食協の活動報告として本部総会の内容を報告した。これで支部

総会は終了し、この後各会員から食品卸の地域における現状の課題や本部に対する要望事項な

どの意見が交換された。 

支部総会開催 
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昼食後、賛助会員の参加を得て、賛助会員連絡会が開催された。 

司会は、引き続き、網倉正巳氏（東北国分（株））が担当し、最初に、東北支部長の堀内琢夫

氏（丸大堀内（株））が開会の挨拶を述べ、ついで賛助会員を代表して泉 邦彦氏（味の素ゼネ

ラルフーヅ（株））からご挨拶をいただいた。 

この後、奥山専務理事が、日食協活動報告を行い、１４時１５分に賛助会員連絡会は終了した。 

東北支部 賛助会員連絡会会場 

 

   

卸は名脇役として機能を高め、評価と価値を高める 

       －近畿支部－ 

６月８日（月）午後１時より大阪市都島区

の太閤園において近畿支部総会が開催された

が、これに先立ち午前中に大阪府食品卸同業

会と合同で「日食協の事業活動報告会」が行

われ奥山専務が報告を行った。 

これは昨年から日食協の普及、啓発事業と

して近畿支部の賛助会員や同業会の皆さんに

日食協の活動状況を説明しているもので、今

回も１２０名以上の方に参加をいただいた。 

支部総会は、事務局の野間道康氏（伊藤忠

食品（株））の司会進行で、最初に支部長の濱

口泰三氏（伊藤忠食品（株））が、次のように開会の挨拶を述べた。 

「一年前は、いろんな原料の高騰から価格の値上げがされたが、今年は一変している。マス

コミも経済情勢低迷、企業業績低下、雇用問題等々を取り上げ、消費者心理に大きなマイナス

となり、影響を与えている。家計支出の全ての項目が節約され、生活防衛の対象となっている。

平成時代になって卸と密接な関係にある分野が大きく変化している。卸も変化に対応しなけれ

ば存続出来ない。日経の「経営の視点」の欄で卸が取り上げられた。「どっこい卸は生きてい

る。流通革命の隠れた主役」中堅スーパーが非常に元気で成長しているのは、卸が支えている

からという記事内容。卸は、生活者、メーカー、小売という主役を支える名脇役として機能を

近畿支部総会 濱口支部長 開会ご挨拶 
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高め、評価と価値を高めることを念じる。」 

 

この後、事務局が定足数の確認を行い、支部長が、議長席に着いて議案の審議に入った。 

①第１号議案 平成２０年度事業報告の件 ②第２合議案 平成２０年度収支決算の件及び監

査報告（会計監事 山下 明（五大物産（株））を事務局が報告し、いずれも拍手で承認された。 

続いて、③第３号議案 平成２１年度事業計画（案）の件 ④平成２１年度収支予算の件を事務

局から説明し、いずれも拍手で承認し閉会となった。 

近畿支部・大阪府食品卸同業会合同報告会 会場 

 

 

公益法人制度改革に向け、一層の団結を 

     －中国支部－ 

中国支部総会を６月９日（火）１５時よりホ

テルグランヴィア広島に開催。中国支部事務

局の磯田英之氏（中村角（株））の司会進行で、

最初に定足数と配布資料の確認を行い、つい

で中国支部長の中村成朗氏（中村角（株））が

議長席について、開会の挨拶として公益法人

制度改革の対応方針の現状について解説し、

支部会員に一層の団結を訴えた。 

その後、議案の審議に入り、①第１号議案 

平成２０年度事業報告に関する件 ②第２号

議案 平成２０年度決算報告に関する件を一

括して事務局から説明し、監査報告を会計監

事の碇 豊樹氏（国分（株）中国支社）が行い、いずれも承認された。 

ついで、③平成２１年度事業計画（案）に関する件 ④平成２１年度収支予算（案）に関する件

を一括して事務局が説明し、承認された。⑤第５号議案 役員改選に関する件は全員留任の意

見が出され満場一致で承認された。 

中国支部 中村支部長 合同研修会開会ご挨拶 
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続いて、１５時３０分より、会場を移して、賛助会員も加わって合同研修会が開催された。会に

先立ち、中村支部長が挨拶して、研修会が始まり、最初に、奥山専務理事が、「本部活動報告」

を行い、ついで講演会に入り、フロンテア・

マネジメント（株）代表取締役 松岡 昌宏氏

が「日本の流通業の実情とＭ＆Ａ時代の対応」

という演題で講演した。先生は、問屋や商社

といった中間流通が日本の小売業界の健全な

競争を支えて、日本の物価安が実現されてい

ると述べた。 

終了後、懇親会を行い、開宴の挨拶と乾杯

を副支部長の豊田直之氏（（株）桑宗）が行い、

中締めを碇 豊樹氏（国分（株）中国支社）が

行って閉会した。 

 

平成２１年度 中国支部 新役員名簿 

支部長 中村 成朗 中村角（株） 代表取締役社長 

副支部長（県幹事） 大岡泫太郎 藤徳物産（株） 代表取締役社長 

副支部長（県幹事） 豊田 直之 （株）桑宗 代表取締役社長 

副支部長（県幹事） 角  博之 西中国国分（株） 代表取締役社長 

幹事 江口  均 伊藤忠食品（株） 中国支店 支店長 

幹事 前川 恭廣 明治屋商事（株） 中国支社 執行役員支社長 

会計監事 碇  豊樹 国分（株） 中国支社 支社長 

         

 

今後の活動の方向性を再確認 

    －東海支部－ 

６月１７日（水）午後１時より名古屋観光ホ

テルにおいて「第３１回定時総会」を開催した。

事務局の山田将聖氏（（株）中部飲食料新聞社）

の司会進行で定足数を確認した後、支部長の

永津邦彦氏（トーカン（株））が開会の挨拶を

次のように述べた。 

「食品業界を取り巻く状況も一層厳しさを

ましている。食品業界には安心・安全をはじ

めとして様々な問題があるが、日食協本部は

卸やメーカー各社と協力し解決に向けた取り

組みを行っている。今後も引き続き連携して

中国支部 総会会場 

東海支部 永津支部長 開会ご挨拶 
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問題解決を目指していきたい。」 

この後、支部長が議長席について議案の審議に入り、①第１号議案 平成２０年度事業報告書

承認の件 ②平成２０年度収支決算書承認の件 ③平成２１年度事業計画案承認の件 ④平成２１

年度収支予算案承認の件をいずれも拍手で承認し、 ⑤第５号議案 役員改選の件は、全員の

重任を承認した。 

 

全ての議案を審議した後、奥山専務理事か

ら協会の事業活動の報告が行われた。 

閉会に際して東海支部は、引き続き中部食

料品問屋連盟と協力し加工食品の流通業界の

発展を目指すなど、今後の方向性を再確認し

１３時４５分に終了した。 

その後、午後３時４０分より中部食料品問屋

連盟との共催による研修会が行われ、奥山専

務理事から「日食協本部事業活動報告」、続

いてスポーツジャーナリストの長田渚左女史

を講師に迎え「トップアスリート達から何を

学ぶか！」をテーマとした講演が行われ、競泳の北嶋康介選手の強さが紹介された。 

また、講演終了後には「北嶋選手のような育成方法は他の選手でも有効か」等の質問にも応

えていた。 

東海支部 総会会場  

 

平成２１年度 新役員名簿 

支部長店 （株）トーカン 代表者 永津 邦彦 

副支部長店 （株）梅 澤 代表者 鈴木 重一 

会計幹事店 西山商事（株） 代表者 西山  徹 

幹事店 （株）北村商店 代表者 北村 篤司 

同 三重国分（株） 代表者 坂本 潤一 

同 伊藤忠食品（株）  東海営業本部 代表者 大釜 賢一 

同  国分（株）中部支社 代表者 佐々木 満 

東海支部・中部食料品問屋連盟合同研修会で 

講演する長田渚左女史 
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同 明治屋商事（株）中部支社 代表者 大澤 洋行 

同 （株）菱食中部支社 代表者 小林 義典 

 

 

メーカー・卸が一体となって問題の解決を 

                          －関東支部－ 

６月２３日（火）１１時３０分より東京大手町

レベル２１東京會館 オリオンルームに於い

て、関東支部幹事会が開催された。昼食後、

直ちに吉野芳夫関東支部長（（株）日本アクセ

ス）の司会進行で議事に入り、午後から開催

される定時総会の議案内容についての確認や

各県ブロック代表から本部活動に対する要望

事項等の意見が述べられた。 

その後１３時より会場をスタールームに移

して定時総会が開催された。当日の内容を議

事録から抜粋して以下に掲載する。 

 

定刻  奥山常任幹事の司会兼事務局の発声により開会。 

 

冒頭 関東支部長吉野芳夫氏（（株）日本アクセス）より、次の如き挨拶がなされた。 

 

吉野支部長挨拶 

ご紹介頂きました支部長を担当しております日本アクセスの吉野でございます。 

総会開催前に一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

本日はお忙しい中を、ご出席賜りましたことを厚く御礼申し上げます。また平素は当支部の

会員の皆様そして特に賛助会員の皆様方には協会活動に対しまして、物心両面にわたりまして

大変お世話になっておりますことを、あらためて御礼申し上げたいと存じます。 

まずは、私自身 日食協の本体の副会長も仰せつかっておりますので、本部の活動もお知ら

せし、ご理解・ご協力をお願いしたいと思います。  

当協会は昭和５２年５月に設立致しまして今年で３２年目になります。現在の会員数は、全国の

有力卸１５０社、事業所会員１４８事業所、賛助会員として国内有力メーカー１３３社、合計４３４名の

会員により構成された、我が国の加工食品卸売業の代表的な全国組織であります。 

活動内容は、加工食品流通全般の近代化・効率化に関する調査研究、加工食品卸売業の構造

改善の促進、加工食品流通の安定向上と生活者の利便に益することを目的として活動しており

ます。 

当関東支部は、５３社・４７事業所が加盟している最大の支部組織で、支部活動の中でも主に実

践活動を主体に、中心的な役割を果たしております。 

関東支部 吉野支部長 開会ご挨拶 
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物流コストのアップ・センターフィ問題・物流の効率化等のハードな問題や消費者庁の新設・

改正省エネ法・食品リサイクル法等ますます厳しくなる環境行政への対応、更には食の安心・

安全対策等々、申し上げるまでもなく、卸を取り巻く環境は大変厳しい状況では有りますが、

これらの課題を自らの問題と捉え、ひとつひとつ解決に取り組んでいきたい。 

具体的には、継続事業としての物流費のコスト構造の調査分析業務の実施に加えて次の点に

留意した活動を行う予定です。 

 

① インフラ整備による食品流通の効率化促進 

② 環境問題対応 

③ コンプライアンス対応 

 

デフレ基調への回帰やＰＢ商品の増大傾向から適正流通価格の構築・維持にはメーカーと卸が

一体となって問題解決に鋭意努力する。また、リサイクル法や食品ロスの観点から、返品問題

等の実態調査も実施いたします。 

本日お集まりの会員、賛助会員の皆様方のご理解を賜り、尚一層のご指導とご支援をお願い

できれば有難いと思っております。 

簡単でありますが、開会の挨拶に代えさせていただきます。 

有難うございました。 

 

続いて事務局が定足数の報告をし、支部規約により吉野支部長が議長席に着席した。 

 

議長は議事録署名人として、伊藤忠食品株式会社殿とコンタツ株式会社殿を指名し、承認さ

れ、議事に入った。 

関東支部 総会会場 

 

第１号議案  平成２０年度事業報告に関する件 

第２号議案  平成２０年度収支決算報告に関する件 

 

議長より事務局に両案続けて説明する様指示があった。これを受けて事務局は、５月２９日

（金）に開催された本部の定時総会に於ける状況報告を含めて、会報Ｖｏｌ.１５９号と別冊レポート



－ 19 － 

「加工食品卸売業の“信頼性向上自主行動計画”～５つの基本原則～」、「新型インフルエン

ザ対策ガイドライン」を資料（別添）として次の如く報告を行った。 

 

１．本部活動報告 

 

２．関東支部 

事務局より、具体的な活動状況として、① 概況、② 関東支部流通業務委員会活動報告、

③ 関東支部の収支決算（前期繰越額２,２５７,２８２円、当期収入合計１,２０４,２１４円、当期支出合

計１,５４６,４８９円、次期繰越収支差額１,９１５,００７円、各予算費と内容概要）。 

 

議長は会計監事吉田学文氏（明治屋商事（株））に監査報告求め、吉田会計監事は「４月１４日

（火）に監査を行い、正確である事を確認した」旨を報告した。 

 

議長は両案の質疑を求めたが無かったので、承認を求め，拍手で承認された。 

 

第３号議案  平成２１年度事業計画案に関する件 

第４号議案  平成２１年度収支予算案に関する件 

 

議長よりこの両案について、事務局よりを続けて説明する様に指示し、事務局はこれを受け

て、別添の両案を資料とし、協会の事業計画を演繹して関東支部事業計画を策定し、担当別予

定まで流通業務委員会で討議策定した計画案を説明した。 

そして収支予算として前期繰越額１,９１５,００７円、当期収入合計１,００２,０００円、当期支出合計

１,９０５,０００円の予算内容を説明した。 

議長はこれについての質疑を求めたが、無かったので承認を求めた所，拍手で承認された。 

 

第５号議案  一部役員変更の件 

 

議長は、総会の前に開催した幹事会にて役員改選期ではないが、会社の都合により役員の変

更案を検討したので、事務局に説明を求めた。 

 

関東支部 幹事会会場 
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事務局より今期は役員の改選期ではないが、役員企業の人事異動により交代せざるを得ない

ことと後任の推薦があったので候補者リスト作成し、幹事会において承認を得たことを報告し

た。 

 

議長は幹事候補者の就任の承諾の是非について会場に諮った所、拍手で承認された。 

 

第６号議案  その他 

  

議長は会場の出席者に問題提起を求めたが、無かったので、本日の総会が終了した事を告げ

た。事務局は閉会を告げた。１４時１５分であった。 

 

関東支部 新役員名簿 

（平成２１年６月２３日） 

［社］日本加工食品卸協会 
関東支部（敬称：略） 

役 員 社 名 役  職 氏 名 備考 

     支 部 長 

 

 

㈱日本アクセス 代表取締役会長 吉 野 芳 夫 留任 

副支部長 国分㈱ 常務取締役関東支社長・東北支社担当 北 見  賢 新任 

副支部長 廣屋国分㈱ 代表取締役副会長 濱口吉右衞門 留任 

副支部長 三井食品㈱ 常務執行役員営業部門管掌役員補佐 川 村 哲 夫 留任 

副支部長 ㈱サンヨ－堂 代表取締役社長 三 枝 晧 祐 留任 

副支部長 ㈱菱食 常務執行役員関東エリア代表兼東京支社長 中 村  稔 新任 

会計監事 明治屋商事㈱ 執行役員東京支社長 吉 田 学 文 留任 

幹 事 日本酒類販売㈱ 代表取締役社長 松 川 隆 志 留任 

幹 事 ㈱ヤグチ 取締役執行役員原料部統括部長 佐 々 木 隆 一 新任 

 
幹 事 伊藤忠食品㈱ 東日本営業本部営業第一部部長 

 

佐 藤 保 美 新任 

幹 事 ㈱梅澤 執行役員関東支社長 牧 野 和 義 留任 

幹 事 コンタツ㈱ 物流統括部部長 三 角 悦 雄 新任 

幹 事 ㈱升喜 商品政策部長 秋 庭  修 留任 

幹 事 ㈱新潟リョーショク 代表取締役会長 高 島 文 治 留任 

幹 事 ㈱マルイチ産商 取締役 仁 科 圭 右 留任 

幹 事 国見商事㈱ 代表取締役社長 国 見 悦 朗 留任 

幹 事 関東国分㈱ 代表取締役社長 小 松 崎 寿 文 留任 

幹 事 ヤマキ㈱ 代表取締役社長 山 口  茂 留任 

幹 事 ユアサ・フナショク㈱ 代表取締役会長 上 田  弘 留任 
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幹 事 関東国分㈱ 代表取締役会長 大 久 保 和 政 留任 

幹 事 武田食品㈱ 代表取締役社長 武 田 與 光 留任 

幹 事 常洋水産㈱ 取締役営業本部長 照 沼 泰 斗 留任 

幹 事 群馬県卸酒販㈱ 代表取締役社長 萩 原 哲 夫 留任 

常任幹事 日食協 専務理事 奥 山 則 康 留任 

 

 

役員改選、全員重任 

                          －四国支部－ 

７月２日（木）午前１１時より、今年から会

場をリーガホテルゼスト高松に移しての四国

支部総会を開催した。 

総会に先立って役員会、会員会を行い、事

務局から当日の議案内容を説明し、本部から

の連絡事項等を確認、また四国エリアの経営

環境についての意見交換を行った。昼食後、

１２時３０分より賛助会員も参加して支部総会

を開催した。 

最初に、事務局の渡辺国雄氏（旭食品（株））

から配布資料の確認がなされ、ついで四国支

部長の竹内克之氏（旭食品（株））が、開会の挨拶を述べた。 

「企業を取り巻く環境は大きく変化した。個人消費が上向くことは考えにくく、民間の設備

投資も抑えられる。したがって政府主導型で公共投資を前倒して、２，３年分を一気に使うよ

うな構造になっている。将来的には借金が増える結果になりかねない。個人消費、民間の設備

投資、公共投資の３つの輪が前に回りだしてはじめて日本経済の活力が出てくる。高速道路の

値引きで高知県は交流人口が増えており、経済効果が期待されている。」 

ついで議案審議に入り、事務局から以下の

案件について説明した。 

①第１号議案 平成２０年度事業報告と会

計報告の件並びに会計監事の田中 尚氏（明

治屋商事（株））からの監査報告 ②第２号議

案 平成２１年度収支予算の件 いずれも拍

手で承認された。③第３号議案 役員改選の

件は事務局から役員全員の重任を提案しこれ

も拍手で承認された。 

その後、「本部活動報告」を奥山専務理事

四国支部総会 竹内支部長 開会ご挨拶 

講演する松岡 真宏氏 
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が行い、１３時２５分に総会は終了した。その後１３時３５分からフロンティア・マネジメント（株）

代表取締役 松岡 真宏氏から「日本の流通業界の実情とＭ＆Ａ時代の対応」という演題で講

演会が行われた。 

四国支部 総会会場 

 

平成２１年度 四国支部 新役員名簿 

支部長 竹内 克之 旭食品（株） 代表取締役会長 

副支部長 枝松  孝 四国リョーショク（株） 代表取締役社長 

監 事 夜久 正人 四国国分（株） 代表取締役社長  

会計監事 田中  尚 明治屋商事 中四国支社 高松支店 支店長 

 

 

共同体組織の必要性 

         －九州沖縄支部－ 

７月３日（金）午前１１時よりＡＮＡクラウ

ンプラザにおいて、九州沖縄支部の第６１回幹

事会が開催された。主要な議題は、午後に開

催される定時総会の議案に関する内容の確認

であるが、研修会等の支部活動について各地

域の代表の方々から具体的意見が多く出され

有意義な幹事会となった。 

昼食後、午後１時から第３２回定時総会が開

催された。 

司会進行は、事務局の白土恵一氏（コゲツ

産業（株））が担当し、最初に、定足数の確認をした後、開会の言葉を、副支部長の栁川 信氏

（ヤマエ久野（株））が述べ、ついで支部長の本村 道生氏（コゲツ産業（株））が開会の挨拶を

述べた。 

「大きな変化の時代であり厳しい状況が続いているが、食品業界はその中でも比較的堅調と

認識する。アメリカを代表するようなタイプの違う巨大企業が二つも経営破綻したのを見ると

九州沖縄支部 本村支部長 開会ご挨拶 
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今後日本の企業はどういう経営がいいのかと考える。社会には揺り戻しがあって今は共同体意

識の必要性を求める動きも出ている。厳しい競争社会においても日食協のようなお話し合いが

できる場、共同体の組織は必要であると考える。」 

この後、本村支部長が議長席に着いて議事録署名人の選出をして議案の審議に入り、①第１

号議案 平成２０年度事業報告並びに収支決算報告書承認の件並びに会計監事の梶山 尚志氏

（三井食品（株））による監査報告 ②第２号

議案 平成２１年度事業計画並びに予算案承

認の件をいずれも拍手で承認した。③第３号

議案 （１）取引慣行改善に係わる地域活動の

実態報告を福岡地区協議会の中村 隆氏（ヤ

マエ久野（株））が以下のように報告した。 

１．調達物流について 

・現在１３社の内５社で調達物流を行っていま

す。調達物流を行う事により、各社に入っ

てくる路線便のトラック台数を削減でき

る。倉庫内での効率化が促進され入荷後の

コストダウンにも繋がる。コストの問題等もあり、ここ一年進んでいなかったが、環境問題

にも貢献できるので、メーカー様にも理解をいただきながら、今後積極的に検討したい。 

２．返品問題について 

・返品については、大手量販店、スーパーが改善の方向にある中、依然として商習慣の違いか

らドラッグストアの返品率が改善されていないのが現状。今後は特に、ドラッグストアにつ

いて、情報交換を密にして先方への申し入れも協議しながら、返品率の低減に努めたい。 

・メーカー様側から回収依頼に伴う返品が発生しておりますが、これについての問屋の費用負

担についての意見交換を実施した。返品にかかる費用負担の対応については、問屋・メーカ

ー様でバラバラである。問屋に起因しない返品については、今後、メーカー様のご協力をお

願いしていきたい。  

・これら返品問題については我々問屋にとっても、またメーカー様にとってもコスト増にもな

る。環境問題への取組み、また食品ロスの削減の観点からも、今後とも返品率改善に向けて

継続して検討していく必要があると考えています。 

九州沖縄支部 総会会場 

福岡地区協議会代表 中村 隆氏の活動報告 
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（２） 商品展示会特売会の本年度自粛の継続については、議長より本年度も自粛したい旨の説

明があり、拍手で承認された。 

以上で、全ての議案の審議が終了し、その後奥山専務理事から「日食協本部活動報告」がな

された。 

１４時３０分から、（株）プリモリサーチジャパン 代表 鈴木 孝之氏に講師をお願いして「小

売業界の現状と課題」という演題で特別講演が行われた。 

 

特別講演会要旨 

 

小売業界の現状と課題 

（小売業の戦略の方向性と業界の動向） 

           （株）プリモリサーチジャパン 代表 鈴木 孝之 

・景気底打ち宣言は時期尚早。 

・消費は食品低価格商品に集中。 

・世界経済危機で２０世紀モデルは終焉 

    →大転換期で変革を迫られる。 

・「電気自動車」に代表される「新産業革命」

の進行で、産業構造が大きく変わる。 

・２１世紀の研究開発投資が向かうのは、①環

境、エネルギー ②医療、ヘルスケア。 

・ドラッグストア・調剤薬局に注目。 

・調剤併設ドラッグストアは、コンビ二と並

んで、ヘルスケアの「インフラ」に成長す

る可能性がある。 

・小売業の「製造小売業化」が進む。 

・商品開発、商品調達を軸に、グループ化、統合、再編が本格化する。 

・売上高１兆円規模の巨大小売業が各分野に出現する。 

・市場の成熟化、飽和感から、Ｍ＆Ａが活発化する。 

・海外戦略、特にアジア、中国戦略が、新たな成長のために重要となる。 

 

 ＰＢは流通と小売業変革の起爆剤  

熾烈な値下げ競争 

・価格凍結宣言 → 円高還元 → ＰＢの値下げ → ＰＢ ＋ ＮＢの値下げ 

・ＰＢとＮＢの広範囲な商品に拡大。 

・決め手はＰＢ。 

 

ＰＢのインパクト 

・あらゆる小売業が商品開発に取り組む。ＰＢ開発は広範囲な商品に及ぶ。 

・「価格破壊」が拡大し、「新価格体系」が浸透する。 

講演する鈴木孝之氏 



－ 25 － 

・「サプライチェーン」の合理化、効率化が進む。 

・「コスト構造」の透明化が進む。 

・メーカーや生産者との「直接取引」が拡大する。 

・小売業の「製造小売業化」が進む。 

・製造小売業化が進んだ小売業は、「流通革新者」的性格を持つ。 

・小売業の体質が変わり、強くなる。「国際競争力」が備わる。 

・消費者の「価値観」と「生活感」の変化と合致する。 

  

 

情報共有化の促進 

      －北海道支部－ 

７月７日（火）１５時３０分より京王プラザ

ホテルに於いて北海道支部総会が開催され

た。 

事務局の斉藤 諭氏（（株）スハラ食品）

の司会進行で、最初に定足数の確認を行い、

支部長の村山圭一氏（（株）スハラ食品）が

議長席について早速議案の審議に入った。 

①第１号議案 支部事業報告に関する件 

②第２号議案 支部決算報告及び監査報告

に関する件を一括して事務局が報告し、会

計監査を会計監事の本間孝之氏（明治屋商

事（株））行い、両件を一括して拍手で承認

した。 

次いで③第３号議案 平成２１年度支部事業計画（案）と④第４号議案 平成２１年度支部事業

予算（案）を事務局から報告し、これも拍手で承認された。⑤第５号議案 支部役員改選は事

務局が、改選案を報告し承認された。⑤第６号議案 その他については、特に案件がなく支部

総会は、終了した。 

その後、賛助会員も参加して日食協懇談会が開催された。 

開会にあたり村山支部長は、「今年気にしていることが３点ある。①日本経済の底入れ気配

などの報道があるが本当かどうか、実感としては底打ちどころか日ごとに悪くなっている。②

デフレで値下げ、安売り報道が多く、値下げ競争に巻き込まれていることも心配。③通販市場

が８兆円規模となり、ＣＶＳ、百貨店の市場規模を超えた。流通業界の私どもがきづかないうち

にお客様が買う場所を変えていることは恐ろしいこと。本当の競争の相手は今の消費者の皆さ

んである。製配販が無駄な競争をせず、今まで以上に情報を共有してお客さんを向いてやって

いく必要がある。」 

ついで、ワーキンググループ代表の清水 道博氏（日本アクセス北海道（株））が支部活動状

況と平成２１年度の活動方針を報告した。続いて奥山専務理事が「日食協事業活動報告」を行っ

北海道支部総会 村山支部長 開会ご挨拶 
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た。この後、１７時より、フロンティアマネジメント（株）代表取締役 松岡 真宏氏を講師にお

招きして「日本の流通業の実情とＭ＆Ａ時代の対応」という演題で講演会が行われ、中間流通

が日本の小売業界の健全な競争を支え、日本の物価安を実現していると述べた。 

終了後懇親会行い、賛助会員世話人代表の須藤 宏氏（北海道味の素（株）が「厳しい食品業

界、製・配・販の３層が力を合わせて明るく乗り切りたい。」と挨拶した。 

北海道支部 講演する松岡昌宏氏 

 

平成２１年度 北海道支部 新役員名簿 

支 部 長 村山 圭一 （株）スハラ食品 代表取締役社長 

副支部長 山本 佳宏 日本アクセス北海道（株） 代表取締役会長 

副支部長 宗像  修 国分（株）北海道支社 執行役員支社長 

常任幹事 山口 利裕 （株）菱食北海道支社 執行役員支社長 

常任幹事 杉田  昇 シュレン国分（株） 代表取締役社長 

常任幹事 綱島  裕 北海道酒類販売（株） 代表取締役社長 

常任幹事 太田 尚志 加藤産業（株） 支社長代行 

会計監事 本間 孝之 明治屋商事（株） 北海道支社 支社長 

 

 

北陸新支部長に荒木 章氏が就任 

－北陸支部－ 

 ７月２８日（火）午前１１時からホテル日航金沢に於いて、北陸支部の総会に先立ち北陸支部役

員会を開催し、支部総会の議案内容の確認や今秋に予定している支部の経営実務研修会の日程

や講師の選定について意見交換を行った。 

昼食後、北陸支部の会員卸・事業所会員卸全員が参加して北陸支部総会が開催された。 

冒頭、荒木 章氏（カナカン（株））が開会の挨拶を行い、その中で役員改選の時機ではない

が会社の人事異動に伴い支部長を交替することになった旨を報告し全員から了承を得た。 

その後、新支部長が議長席について議案の審議に入った。最初に、出席者が全員自己紹介を

行い、①第１号議案 平成２０年度事業報告並びに収支決算報告と監査報告（会計幹事 奥野 
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潔氏（石川中央食品（株））からの会計報告と幹事（監査）中塚賢一氏（明治屋商事（株））から

の監査報告） ②第２号議案 平成２１年度事業計画並びに収支予算案について審議し、いずれ

も拍手で承認された。特に、今秋に予定される経営実務研修会の内容について話し合い、従来

とは趣を変え研修会終了後に会員卸と賛助会員との懇親会を行うことを決めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸支部 荒木支部長 開会ご挨拶 

 

 全ての議案審議が終了後、奥山専務理事から本部事業活動報告を行い、本部に対する地域か

らの要請や食品卸の経営に関する意見交換を行った。 

最後に副支部長の澤田 悦守氏（北陸中央王食品（株））が「お互い利益の出る健全な業界に

しよう。」と閉会の挨拶を述べて１４時に終了した。 
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第１回政策委員会・食品取引改善協議会を開催 

       －５月１３日－ 

平成２１年度第１回目の政策委員会・食品取引改善協議会を５月１３日（水）午前９時１５分か

ら日本橋精養軒会議室にて開催した。 

議題は、４月２３日（木）に行われた理事会の報告と公益法人制度改革に伴う新たな公益事業

に関する検討、また当日行われる賛助会員幹事店会についての運営確認も行った。また、今回

から会社の人事異動により一部メンバーが交替した。 

 

政策委員会・食品取引改善協議会 委員名簿 

    ㈳ 日本加工食品卸協会 
           （社名５０音順：敬称略） 

  会社名 委員名 所属・役職 備考 

○ 伊藤忠食品 ㈱ 足立  誠 取締役・専務執行役員東日本営業本部長   

  加藤産業 ㈱ 多原 善雄 常務取締役東京本部長   

○ 国分 ㈱ 成田  健 代表取締役副社長経営統括本部長   

  ㈱ 日本アクセス 今泉 忠也 取締役副社長社長補佐営業管掌   

  三井食品 ㈱ 川村 哲夫 常務執行役員営業部門管掌役員補佐   

  明治屋商事 ㈱ 佐藤 孝治 取締役専務執行役員営業本部長   

◎ ㈱ 菱 食 中嶋 隆夫 取締役専務執行役員加食営業統括   

  ［社］日本加工食品卸協会 奥山 則康 専務理事   

◎印：委員長  ○印：副委員長 

 

 

第８回 賛助会員幹事店会開催 

         －５月１３日－ 

第８回賛助会員幹事店会を、平成２１年５月１３日（水）午前１０時３０分より日本橋精養軒会議

室にて開催した。 

当日は、大手量販店の会合が予定されているのでいつもより開催時間を早めて変則的な時間

帯での開催となった。 

会議は、冒頭に当協会の政策委員長中嶋隆夫氏（（株）菱食）と賛助会員幹事店を代表して横

山敬一氏（味の素（株））からご挨拶をいただいた後、事務局の進行で議事に入り、（１）４月

２３日（水）開催の理事会報告として、平成２０年度事業活動報告・平成２１年度事業活動計画を

説明、（２）賛助会員幹事店企業から、①市場動向を踏まえた対応策について ②ＰＢ戦略に対す

るスタンス ③新型インフルエンザ対策についてご発表をいただいた。 

事業活動 
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新型インフルエンザ対策として食品産業事業者は事業継続計画の策定を求められているが、

ほとんどのメーカーは既に計画を策定しており、感染の状況に応じて現在業務が遂行されてい

ることが報告された。 

賛助会員幹事店会 会場 

 

賛助会員幹事店会 出席者名簿 

平成２１年５月１３日 

社団法人 日本加工食品卸協会  

[賛助会員幹事店委員各位]                  （社名：５０音順・敬称：略） 

会 社 名 役 職 氏 名 

 味の素㈱ 取締役常務執行役員 横山 敬一 

 カルピス㈱ 営業統括部次長 村田 利衛 

 カゴメ㈱ 代表取締役副社長 大嶽 節洋 

 キッコーマン㈱ 取締役常務執行役員ﾅｼｮﾅﾙ・ｾｰﾙｽ・ﾏﾈｼﾞｬｰ 佐藤 幸男 

 キユーピー㈱ 取締役営業統括兼家庭用本部長 好村  博 

 サントリーフーズ㈱ 取締役副社長 杉谷 行雄 

 日清フーズ㈱ 取締役営業本部長 岩崎 浩一 

 日清オイリオグループ㈱ 執行役員東京支店長 吉田 伸章 

 日清食品㈱ 常務取締役営業本部長 三浦 善功 

 日本水産㈱ 常温食品事業部課長 岡本 裕之 

 ネスレ日本㈱ 常務執行役員営業本部長 芹澤 祐治 

 ハウス食品㈱ 営業企画推進室長 大澤 善行 

 ㈱桃屋 執行役員営業企画室室長 菅原 通之 

[日本加工食品卸協会委員各位] 
 

会 社 名 役 職 氏 名 

 伊藤忠食品㈱ 取締役・専務執行役員東日本営業本部長 足立  誠 

 加藤産業㈱ 東京本部長付部長 河野 賢二 

 国分㈱ 代表取締役副社長経営統括本部長 成田  健 

 ㈱サンヨー堂 取締役営業本部商品部長 小林 由朗 

 ㈱日本アクセス 取締役副社長社長補佐営業管掌 今泉 忠也 

 三井食品㈱ 常務執行役員営業部門管掌役員補佐 川村 哲夫 

 明治屋商事㈱ 営業本部営業副本部長 山本 泰生 

 ㈱菱食 取締役専務執行役員加食営業統括 中嶋 隆夫 

 日食協 専務理事 奥山 則康 
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第１４５ 回 ネットワーク検討会開催 

                        －６月１１日－ 

６月１１日（木）午前１０時より日食協会議室に於いて、第１４５回ネットワーク検討会が開催さ

れた。 

当日の議題は、①日食協活動報告 ②ＥＤＩワーキンググループの活動報告 ③メーカーフー

ズ研究会の活動報告 ④情報システム関連の近況についての情報交換 ⑤ネットワーク検討会

の運営についてであった。 

ここ数年は年１回の開催となっていたが、メーカー、卸間において情報システムに関連する

新たな課題が、いろいろ出てきており会議回数を増やすべきとの提言もあり次回開催を９月３

日（木）午後１時３０分に決定して閉会とした。 

 

２００９年度 ネットワーク検討会運営窓口企業 

・卸 代 表 伊藤忠食品（株） 竹 腰 雅 一 情報システム本部 副本部長 

 明治屋商事（株） 大本二三浩 管理本部システム部 副部長 

・メーカー サントリービジネスエキスパート（株） 川 端 一 彦 グループ情報システム部 部長 

・代  表 森永乳業（株） 北 條 秀 樹 情報システム部情報企画課 主任 

 

 

「商品画像登録説明会」を開催 

日食協標準仕様の徹底と画像登録要請 

－７月２３日－ 

ジャパン・インフオレックス（ＪＩＩ）、ファイネット、ＪＩＩ参加卸７社・アイテマイズ加盟卸６

社及び（社）日本加工食品卸協会は７月２３日、日本橋公会堂ホールで商品画像登録説明会を開催

し、①商品画像流通の状況と今後の取り組み ②ＦＤＢまたはジャパン・インフオレックスへの

商品画像登録依頼 ③酒類・食品業界における商品画像標準仕様 ④卸の商品画像活用事例に

ついて、酒類・加工食品メーカー１５３社（２４１名）に説明し、メーカー側に日食協画像標準仕

様の徹底と、自発的な画像情報提供（登録）を要請した。 

日食協が２００７年６月に制定した酒類・食品業界標準画像仕様（Ｖｅｒ２．０）の運用開始以来、

メーカー提供の画像情報が少なく、卸が費用を負担しているＭＤＢ（サイバーリンクス）を中心

に流通しているのが実態であることから、現状を打開し、メーカー・卸間における一層の業務

効率化と情報品質の向上を図るため、卸が必要とする商品画像を「ＦＤＢ（ファイネット）また

はＩｎｆｏｒｅｘサイト（ジャパン・インフオレックス）へ主体的に登録していただくよう」メーカー

側に働きかけるのが説明会の狙い。 

日食協は本年度から情報システム研究会の下部組織として商品画像専門部会を新設し、外観

画像のサイズエラーや棚割りサイズ未登録に伴う事実上の棚割画像不使用状態の撲滅、標準画像

仕様（Ｖｅｒ２．０）の維持管理とその徹底など画像情報流通の最適化への取り組みを強化している。 



－ 31 － 

 

 

 

◆静岡食品卸同業会 

静岡食品卸同業会は、６月５日（金）午後３時３０分より静岡グランドホテル中島屋にて定時

総会を開催した。 

副会長の坪井 俊彦氏（（株）静岡メイカン）の司会進行で開会し、最初に、会長の山口 茂

氏（ヤマキ（株））が挨拶し、「一般的な経済状況を悲観して嘆くことなく、堅実な食品産業と

してしっかりやっていきましょう。」と呼びかけた。 

次いで議事に入り、平成２０年度事業報告・会計報告・会計監査報告・平成２１年度事業計画を

審議し、全て拍手で承認された。 

この後、奥山専務理事から「日食協の事業活動報告」がなされ、終了後懇親会が行われた。 

 

◆神奈川県食品卸同業会 

神奈川県食品卸同業会は６月２５日（木）午後４時半より、横浜ロイヤルパークホテルにて定

時総会を開催し、平成２０年度事業報告・平成２０年度会計報告及び会計監事報告・平成２１年度

計画案を全て可決し、役員改選も原案通り、会長店 国分（株）神奈川支社 執行役員支社長 田

場 正美氏、副会長店横浜乾物（株）代表取締役社長 斉藤 米造氏等を承認した。 

この後、奥山専務理事が「日食協活動報告」を行って総会を終了した。その後賛助会員も参

加して、達川 光男氏（前 広島東洋カープ監督）を講師にお招きして講演会が行われた。 

 

 

各県ブロック動向 
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関連省庁・団体からのお知らせ 
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水産物加工品の食品表示の適正化について 
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（財）流通システム開発センター 

流通システム標準普及推進協議会が発足 
―流通ＢＭＳなどの標準の維持管理がスタート― 

 

 

流通システム標準普及推進協議会の設立総会が４月２８日に開催され、会則、役員、事業計画

などの案が承認された。役員として、会長に国立情報学研究所の浅野教授が、副会長に日本チ

ェーンストア協会の井上専務理事と㈳日本加工食品卸協会の奥山専務理事が選任された。 

本協議会は、経済産業省が２００６年度〜２００８年度の３ヵ年実施した流通システム標準化事業

の成果である、流通ビジネスメッセージ標準（流通ＢＭＳ）などの標準仕様を、今年度以降も継

続的に維持管理し、普及推進するために、当センター内に設立したもの。 

標準仕様のユーザである製・配・販の業界団体や研究会４４団体を正会員とし、システムの開

発・導入をサポートするＩＴ関連企業等８３社を支援会員としてスタートした。（支援会員は５月

１４日現在、９０社に増えている） 

 

維持管理業務は４部会を中心に 

標準の維持管理業務は、正会員からの変更要求の受付、対応策の検討と決定、仕様やガイド

ラインの改訂と公開までの一連の作業を指し、次の４つの部会を中心に活動する。 

●メッセージメンテナンス部会 

商品マスタデータを除く流通ＢＭＳのメッセージや各種ガイドラインに関する維持管理業務

を行う。 

●商品マスタデータ部会 

商品マスタデータの授受に関する流通ＢＭＳのメッセージやガイドライン、および商品マスタ

データ項目に関する維持管理業務を行う。 

●物流システム部会 

流通ＢＭＳメッセージと連携した物流ラベルと付帯帳票の運用ガイドラインに関する維持管

理業務を行う。 

●技術仕様部会 

流通ＢＭＳの標準メッセージを通信回線で交換する際のネットワーク技術や情報処理技術に

関するガイドラインの維持管理業務を行う。 

なお、各部会の委員は、一定の要件を満たす正会員から十数名ずつの参加があり、５月２０日

に第１回部会を合同で開催し、活動を開始したところである。 

 

１１月にフォーラムを開催 

本協議会活動のもうひとつの柱である普及推進業務は、協議会主催の下記のイベントを中心

に行う。 

○流通ＢＭＳ講座 

流通ＢＭＳのシステム導入の解説（導入編）を中心に、基礎編、生鮮編を織り交ぜてそれぞれ

１日プログラムで定期開催する。 
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○普及セミナー 

全国主要都市で、流通システム標準の説明を１０月以降、半日プログラムで行う。 

○フォーラム 

１１月に１日かけて、各種セミナーやパネルディスカッションのほか、支援会員による流通シ

ステム標準関連機器ソフト／ネットワークサービスの展示も行う。 

○会報 

５月から隔月で会報を発行する。 

○広報普及資料 

協議会の活動を紹介したリーフレットや流通システム標準を一般向けに分かり易く解説した

概説書を作成する。 

○ホームページの運営 

５月下旬を目処に協議会の専用ページを開設する。一般向けの公開ページと会員専用のペー

ジで構成する。 

 

（入会に関する問い合わせ先） 

(財)流通システム開発センター内 流通システム標準普及推進協議会事務局 

電話 ０３－５４１４－８５０５（研究開発部長 坂本尚登） 

 ２００９年度運営体制 

流通BMS ロゴマーク 

（商標登録出願中） 

 

 

正会員一覧（４５団体） 

（財）流通システム開発センター 流開センターニュース 第１６３号より転載 
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夏季の省エネルギー対策について 

平成２１年５月２５日 

省エネルギー・省資源対策推進会議省庁連絡会議決定 
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